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海田町の平成22年度当初予算 
「住んでいてよかった、これからも住み続けたい」 
　　　　　　　　　と実感できるまちづくりを目指して 
「住んでいてよかった、これからも住み続けたい」 
　　　　　　　　　と実感できるまちづくりを目指して 

一般会計 83億2,500万円 （対前年度比4.3％増）   
特別会計 61億6,414万円 （対前年度比6.3％増）   
水道事業会計 5億9,135万円 （対前年度比22.7％減）  

一般会計 83億2,500万円 （対前年度比4.3％増）   
特別会計 61億6,414万円 （対前年度比6.3％増）   
水道事業会計 5億9,135万円 （対前年度比22.7％減）  

※特別会計とは、公共下水道事業・
国民健康保険・老人保健・介護保
険・後期高齢者医療の５会計を指
します。 

平成21年度末見込額 平成22年度末見込額
財政調整基金 15億3,345万円 12億6,500万円
公共施設等整備基金 ２億6,448万円 0,２億781万円

基金の状況

平成21年度末見込額 平成22年度末見込額
一般会計 103億4,045万円 0,98億237万円
公共下水道事業特別会計 00,98億318万円 0,97億996万円
水道事業会計 0９億7,290万円 ９億1,630万円

借入金残高の状況

地方交付税

全国どこのまちでも同じようなサービスが

受けられるよう、国から交付されるお金

町 債

公共事業などの資金調達のために長期に借

り入れるお金（いわゆる借金）

繰入金

収支不足補てんのためや特定の目的のため

に町の基金から繰り入れるお金

用　語　の　説　明

自主財源 
48億9,933万円 
58.9％（61.9％） 

依存財源 
34億2,567万円 
41.1％（38.1％） 

町税 
39億8,981万円 
47.9％（52.1％） 

繰入金　3億3,387万円 
4.0％（2.9％） 

その他　5億7,565万円 
7.0％（6.9％） 

地方交付税 
8億1,561万円 
9.8％（9.6％） 

国庫支出金 
11億1,229万円 
13.4％（8.2％） 

町債 
5億7,740万円 
6.9％（8.2％） 

県支出金　4億5,421万円 
5.4％（5.7％） 

その他　4億6,616万円 
5.6％（6.4％） 

歳 入 
８３億２，５００万円 

（　）内は前年度構成比 
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歳
入

限られた財源の中で、従来からの重点項目である「子育てしやすい　誇れる我がまち・海田づくり」

への実現に向けた取り組みや「安全・安心で健康なまちづくり」のための施策へ重点的に財源を配

分しました。
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「住んでいてよかった、これからも住み続けたい」 
　　　　　　　　　と実感できるまちづくりを目指して 

一般会計 83億2,500万円 （対前年度比4.3％増）   
特別会計 61億6,414万円 （対前年度比6.3％増）   
水道事業会計 5億9,135万円 （対前年度比22.7％減）  

子ども手当や生活保護費など、福祉のために支出するお金

議員報酬や職員給与など、人にかかるお金

借金の返済に必要なお金

各種団体に対する補助金や負担金などのお金

消耗品や光熱水費、施設管理委託料など、消費的な性質のお金

特別会計の収支不足補てんなどのために一般会計から特別会計に支出されるお金

道路や学校など、公共施設整備のために支出するお金

扶　　助　　費

人　　件　　費

公　　債　　費

補　助　費　等

物　　件　　費

繰　　出　　金

普通建設事業費

用　語　の　説　明

歳 出 
８３億２，５００万円 

扶助費 
17億2,155万円 
20.7％（15.9％） 

人件費 
16億2,248万円 
19.5％（20.5％） 

公債費　12億9,131万円 
15.5％（16.0％） 

補助費等 
11億2,219万円 
13.5％（14.6％） 

物件費 
11億1,823万円 
13.4％（13.7％） 

繰出金 
8億6,542万円 
10.4％（8.2％） 

普通建設事業費 
4億2,060万円 
5.1％（9.0％） 

その他 
1億6,322万円　1.9％（2.1％） 
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小学校耐震補強事業 平成21年度補正予算と
一体的な取り組み

「明日の安心と成長のための緊急経済対策」に

かかる国の取り組みと歩調を合わせて、平成

21年度補正予算と平成22年度予算を一体とし

て、切れ目なく執行するよう取り組みます。

平成21年度から平成22年度へのおもな繰越事業としては、
海田小学校本館・南校舎、海田東小学校本館、海田南小
学校１号館の４棟の耐震補強事業や町道２号線（桜木第
一踏切前）道路整備事業などを実施します。



�「親子の親睦」「親子の絆」がより一層深まる
よう、親子で触れ合う気軽に参加できるイベン
トを実施します。

子育て応援まつりの実施 
〜家庭づくりを支援します〜

　中学校修了までの子
どもを対象に、手当を
支給することにより、
次世代の社会を担う子
どもの成長を社会全体
で応援します。

子ども手当の支給 
〜子どもの成長を応援します〜

　昭和45年に建築
された畝保育所が老
朽化しています。現
在の建物や敷地の調
査を行い、現地での
建替と移転の両方に
ついて検討し、整備
方針をまとめます。

畝保育所の再整備 
〜現地での建替と移転について整備方針をまとめます〜

　過酷な勤務環境にある産科医師への支援と
して、医療機関が勤務産科医師へ支給する手
当の一部を助成します。

産科医療体制の確保 

　下水道使用料や国民健康保険税といっ

た収入が低下しています。これらの収入

不足について、近年の経済情勢などから

、住民のみなさまに更なる負担増となる

使用料や保険税の改正を見合わせ、一般

会計から財源を補います。 

一方で景気の
　　　低迷により…

〜医療機関を支援します〜

　幅広い年齢層を対象に、健康づくりの関心を高めてもらうため、
「食育」をテーマとするイベントを実施します。

健康・食育フェア 
〜子育て応援まつりと一体的に実施します〜

　離職者であって就労能力や意欲
がある方のうち、住宅を喪失また
は喪失する恐れのある方を対象
に、住宅手当を支給します。

就労機会の確保に 
向けた支援 

　保育所等の福祉施設について、従来の事務室
のみの警備を見直し、１階部分の24時間の警備
体制を整え、不審者の侵入対策を強化します。

福祉施設警備の強化 

　串掛林道等への不法投棄、資源
物の抜取行為を防止するため、夜
間での監視パトロールを実施しま
す。

夜間不法投棄・資源物 
抜取の監視を強化 

　これまでの常駐警備に
加えて、既存の緊急警報
システムを活用した新た
な警備体制を整え、不審
者の侵入対策を強化しま
す。

小中学校警備 
の強化 

　町内10施設（ひまわり
プラザ、町民センター、
海田児童館、４保育所、
総合公園、図書館、ふる
さと館）に�AED�を設置
します。

AED の追加設置 

　寺迫・南昭和町の高架
下が、幅広い年齢層の交流
の場として生まれかわりま
す。�
　また、南堀川町・曽田に
駐車場を整備します。

国道２号 
バイパス高架下を 
有効活用します 

●東二丁目地内の道路整備
●中店小学校線の道路改良
●町道６号線バイパスの整
備促進

道路交通体系の 
整備を進めて 
いきます 

例えば……  

　こういう活用方法も  

平成22年度は、こんな事業を　実施します平成22年度は、こんな事業を　実施します平成22年度は、こんな事業を　実施します

安全・安心で
健康なまちづくり
安全・安心で

健康なまちづくり
安全・安心で

健康なまちづくり
その他の主な事業その他の主な事業その他の主な事業

子育てしやすい　まちづくり子育てしやすい　まちづくり子育てしやすい　まちづくり

寺　迫 南昭和町 
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